
こ
の
た
び
、
村
山
総
合
支

庁
、
庄
内
総
合
支
庁
の
２
会

場
で
、
や
ま
が
た
木
育
人
材

養
成
講
座
【
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
】
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
山
形
県
が
推

進
し
て
い
る
「
や
ま
が
た
木

育
」
に
つ
い
て
、
興
味
・
関

心
の
あ
る
方
に
さ
ら
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
指
導
で
き
る
方
を

養
成
し
て
い
く
第
一
歩
と
し

て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
最
上
、
置
賜
地

区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
7
月
17
日

（
木
）
の
村
山
会
場
11
名
、

７
月
28
日
（
月
）
の
庄
内
会

場
14
名
、
計
25
名
で
し
た
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

方
、
市
町
村
農
林
担
当
課
の

方
、
保
育
関
係
の
方
、
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
森
の

案
内
人
の
方
な
ど
、
幅
広
い

層
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

作成日
2025年8月5日

やまがた森林と緑の
推進機構 緑化推進課

木育カフェでは、
初対面の方どうしの
グループでも、井戸
端会議のように楽し
く会話されていたの
が印象的でした。や
まがた木育を進めて
いく上で、森林関係
の方と保育関係の方
が接する機会として
も有意義だったと感
じました。（担当U）

講
座
で
は
、
ま
ず
、
「
や

ま
が
た
木
育
」
と
は
ど
う
い

い
う
も
の
な
の
か
、
県
み
ど

り
自
然
課
の
担
当
者
よ
り
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
実
際
に
や
ま
が
た

木
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
触

れ
る
」
「
創
る
」
「
知
る
」

の
３
つ
の
活
動
を
講
話
と
木

工
で
体
験
す
る
も
の
で
す
。

講
話
で
は
、
森
林
の
働
き
・

役
割
に
つ
い
て
、
県
み
ど
り

自
然
課
の
担
当
者
が
お
話
し

し
ま
し
た
。
木
工
で
は
、

「
木
育
カ
フ
ェ
」
の
手
法
に

よ
る
ブ
ナ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
「
木
育

カ
フ
ェ
」
は
、
木
工
の
手
作

業
を
し
な
が
ら
設
定
さ
れ
た

お
題
に
つ
い
て
少
人
数
で
意

見
交
換
を
行
う
も
の
で
す
。

今
後
、
実
践
的
に
指
導
で

き
る
方
を
養
成
す
る
【
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
】
講
座
も
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

や
ま
が
た
木
育
人
材
養
成
講
座

【
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
】

紙やすり作業

「木育カフェ」でおしゃべりしながらの作業（庄内会場）

【参加した方の感想】

・木を通しての交流（カフェ）という
のがおもしろかった。（村山）
・ブナ材に触れるチャンスは少ないの
で良かった。（村山）
・講話の時間がもう少し短くても
良かった。（村山）

参加者の皆さん（村山会場）

・木のぬくもりを感じるストラップが
完成してうれしかった。（庄内）
・木育という言葉を初めて知った。木
育の必要性を実感した。（庄内）
・ストラップはブナだけでなく多様な
山形県産材があればなお良いと思う。
（庄内）

皆さんの作品
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